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道中、地蔵岩やおばれ岩など奇岩が
多数あり。ボルダリングも楽しかっ
た。 
  
 

        今回も新人 2名の参加が嬉しい。そして久しぶりに三矢

さんもご一緒で賑やかである。アカヤシオは終盤となり山頂付近で少し愛

でる。他に小ぶりのハルリンドウや咲き始めのシャクナゲの花たちに鈴鹿

の山に春を感じた。国見尾根とそこからの藤内壁の眺めもなかなか良い。

藪こぎあり、ボルダリングありと、楽しい山行となった。

へ戻るルートで下山。帰りは希望荘にて入浴後、一路刈谷へ。 

【感想】 

 花あり、奇岩ありの思いのほか充実した山行でした。また季節を変

えてよろしくお願いします。あと、三矢さんのおしゃべりと戴いたお

菓子もなかなかでした。 

       

  人気の山とあって既に中道登山口付近に駐車スペースはなく、少し登った所に駐車する。江頭さん先頭

で出発し、ほどなく地蔵岩に到着。岩の絶妙なバランスに驚く。登山道はキレット付近から渋滞ができる

ほどの盛況ぶりで、山ガールがいたこともあって登山道も華やかだった。一方、今回お目当てのアカヤシ

オは山頂付近で見ることができた。この日は吹き飛ばされそうなほど風が強く、朝陽台は非常に寒かった。

まだ時間に余裕があったので三角点のあるピークまで足を伸ばし、伊勢湾を望む。このピークから国見岳

へは通常登り返すところを、亀山さんの「あの尾根下れるんじゃない？」の一声で藪こぎが決定し、国見

岳へショートカットする。途中で石門に寄り、石門の上で記念撮影（ドイツのブランデンブルク門みたい

な図）。国見岳には手ごろな岩があり、登山靴でボルダリングを楽しんだ。下りの国見尾根では、ジェン

ガのように積み上げられた天狗岩付近で藤内壁を遠望する。前尾根には多くのクライマーが登っているよ

うだ。長い下りの後、藤内小屋到着。小屋は集中豪雨の爪痕が生々しかった。その後、人気の少ない中道

 CL:亀山、SL:江頭 

小田、三矢、西尾 

5/12  
 曇(強風)のち晴れ 
 6:30 刈谷発 
 8:10 中道登山口 
 9:00 地蔵岩 
10:25 朝陽台 
11:20 三角点 
12:00 国見岳 
12:40 天狗岩 
14:00 藤内小屋 
15:05 中道登山口 

鈴鹿の春山を楽しむ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
            

2012 年 5 月 12 日(土) 
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御在所岳 

アカヤシオの前で

国見岳でのボルダリング 

圧巻の藤内壁 


